
第１部 カリキュラム・マネジメント 第Ⅲ章 ２（１）実践事例 

２（１）各教科・領域を系統的に 

 

☞こんな実践 

各教科・領域で，小学校１年から中学校３年までの学習内容や育成すべき資質・

能力について，時間をかけて見直すことにより，各教科・領域の目指す子ども像

を探っていく実践です。 

 

実践学校 Ｕ小中学校 

実践対象 全職員 

実践時期 通年 
 

① 単元配列の確認 

月 1 回程度の教科会で，小学校１年から中学校３年までの単元配列一覧を見なが

ら，学習内容・方法等について，確認をしました。特に，小学校と中学校で共通し

ている学習内容・方法等について，重点的に意見交換を行いました。 

 職員の声１…「小学校で指導した内容の一部を，中学校でもほとんど同じ内容で学

習していることがわかった。しかし，同じように見えた内容でも，小学校と中学

校の違いがあることがわかった。その違いを知った上で，小学校の指導をするこ

とが大切だと感じた。」 

職員の声２…「数学では，数直線を使うことが多い。小学校では，予想以上に丁寧

に数直線を扱っていることがわかったため，中学校では，手立てとしての数直線

をもっと利用させてもよいことがわかった。」 
 

② 系統的なカリキュラムの作成 

各教科会では，本校の児童生徒の実態から，育成すべき資質・能力や学習内容・方

法等を決め，系統的に効率よく学習できるようなカリキュラムの作成を始めました。 

 ・授業研究会 

 ・各教科の学習会（指導主事による指導助言） 

○横軸は学年，縦軸は，「各学年の重点的指導」「主体的に学習に取り組む態度」「知識及び技能」「思考力・判断

力・表現力等」 なお，縦軸は，教科会が大事にしたいことを標記した。 

図画工作・美術科の系統的なカリキュラム表（一部） 



職員の声３…「本校

の国語は，日頃の

授業や各種学力調

査結果から，書く

力が課題である。

全ての学年の書く

力に関わる学習場

面を系統的に見て

いくと，どの学年

で，どのような方

法でどのように書

く力を高めていけ

ばよいのかが見え

てきた。」 

 

 

 

 

 

 

 

③ 授業実践による検証 

小学校と中学校で似ている学習内容の授業公開，授業研究会を実施し，系統的な

カリキュラムの検証を行いました。 

④ 系統的なカリキュラムによる実践と継続研究 

系統性を意識した実践を繰り返し行いながら，系統的なカリキュラムの修正を

続けています。 

 

教 科 授業公開Ⅰ（小学校） 授業公開Ⅱ（中学校） 

国 語 １年「しらせたいな，見せたいな」 ２年「根拠を明確にして魅力を伝えよう」 

社 会 
６年「わたしたちの願いを実現する政治」 ３年「１人１人の積極的な政治参加に欠かせない選

挙に行こう大作戦」 

算数・数学 ６年「資料の調べ方」 １年「資料の活用」 

理 科 ４年「水のすがたと温度」 １年「液体フツフツ大作戦」 

図画工作・美術 ２年「たのしく うつして」 ２年「凸凹デザイン～壁面模様～」 

保健体育・体育 ５年｢ボール運動(ベースボール型)｣ １年「球技（ベースボール型）」 

外国語活動 ４年「Ｕｎｉｔ６」 小６年「Ｗho is your hero?」 

☞まとめ 
・私たちは，指導内容や方法の系統性を知った上で，授業を行うことは，授業の効
率化に結び付き，子どもたちの理解度に関わってきます。 

・教科会によるカリキュラム検討は，再発見があり指導の参考となります。検討を
続けることが大切です。また，教科会は職員がまとまる機会の一つとなります。 

      ここがポイント！ 

カリキュラムの作成は，時間がかかりませんか。 

 ✓全ての単元や領域を作成するには，たいへんな労力が必要です。そこで，
「今年はこの領域だけ」と決めて，少しずつ作成します。 

 ✓研修の一つとして，小１から中３までの単元配列一覧を見て，似ている学
習内容の単元を探すだけでも今後の授業の参考になります。 

国語科の系統的なカリキュラム表（一部） 


